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	作業内容説明書
	作成単位
	
	作成年月日
	作成者
	番号

	
	ソフトウエア開発支援システム  現状調査・分析作業アクティビティ
	
	
	
	

	
	
	
	83.1.24
	野中
	1106

	工程
番号
	作業名称
	担当･
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
	作業
期間
	作業内容（ねらい、作業概要、留意事項）
	［入力］・出力（成果物）
	備  考

	1201
	現状調査・分析作業計画立案
	全員
	1/24～
	P/Cスタッフがあらかじめ作成する現状調査・分析作業計画案を全員で検討し承認する。
	
	

	
	
	
	
	・調査日程の実現可能性評価を行い、日程の妥当性に留意する。
	
	

	
	
	
	
	・調査担当メンバの作業分担の確認と調整を図る。
	
	

	1202
	現状プログラム内容調査準備
	小山
	1/24

～28
	現行帳票類の収集、現行標準化ルールの調査（担当グループよりインタビュ）、現行開発生産性の調査などを分析して以下を検討する。
	
	

	
	
	
	
	・プログラム内容（メイン・ロジック、制御構造）調査方式の検討
	
	

	
	
	
	
	・プログラムの基本フレームの参考資料から調査用パターン設定
	
	

	
	
	
	
	・プログラム調査表の作成（調査表イメージ資料参照）
	プログラム調査表
	

	
	
	
	
	・調査対象システムの設定、仕様書借用スケジュールの調整
	
	

	1203
	プログラム内容調査(1)
	小山
	1/31

～2/9
	・ブロック番号1212「調査結果（中間）全体レビュ」までの調査
	
	

	
	
	
	
	・この間に調査方式の妥当性の評価を行い、必要があれば調査方式を改善する。
	
	

	
	
	
	
	・仕様書サンプル100以上の調査が目標
	プログラム調査表
	

	1204
	開発環境調査
（メイン・フレーム別）
	山田
	1/24

～28
	・現行のメイン・フレーム2系統それぞれの開発環境を調査する。
	
	

	
	
	
	
	・プログラム開発用端末の利用方式、利用時間帯、利用実績
	
	

	
	
	
	
	・利用ソフトウエア・ツール
	
	

	
	
	
	
	・現行開発用ワーク･ステーションの台数とそれを稼動するホスト・マシンの利用メモリ、今後の増設余力、１台当たりの実運用費用など。
	適宜作成
	

	1205
	プロジェクト別ソフトウエア技術調査
	山田
	1/24

～28
	現行の詳細作業内容の標準化はプロジェクトごとに行われているので、プロジェクトごとの標準化技術を調査する。
	
	

	
	
	
	
	・プロジェクトごとに概略のアンケート調査を行い、その内容に基づいて、インタビュで内容を確認する。確認のポイントは、各プロジェクトに共通化が可能な標準化ルールの洗い出しを行うことである。
	適宜作成
	

	
	
	
	
	（以下略）
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